
（∋複数回  献血者確保対策  

燕転  
口  メールによる献血要  複数回献血クラブ会員  応諾者数（実協力者数）   

街頭献血等、一般の方が参加できる会場での過去2回分の  
田  

験者  

3  実施場所（企業・団体）の年間回数の増加  年1回実施企業および数年愕      乳献血依頼をおこなっていない企業    10ケ所  



②献血協賛企業推進対策  
猿  I≡≡ぎ≡≡………                        ：：・’・■√・’：；：…：：モ：：ニ：：＝ ノ・リノノ・■：：                          …＝：：：：    ：：・・ナ∴∵  

l   新規献血協力企業の確保  規事業所  10社増加  

2   成分献血協力団体の確保  新規団体  5社増加  
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口自′、                                           血、セン≡  

口  セミナーの開催  短期大学生・大学生  2回開催 参加100名  

8  DMを活用しダイレクトに依頼する  18～29歳で400mL献血可能者  2回以上、キャンペーンにあわせて実施   

3  大学献血の発展と拡張  18～22歳  27  回実施中であり、新規      を1校以上追加   

4  広報媒体を利用した啓発・啓蒙  16～29歳  2回以上、キャンペーンにあわせて実施   

②献血協賛企業推進対策   

l  新規協力企業・団休確保   未実施企業及び、献血会場周辺企業、ロータリークラブ、法人会  15社・団体   

規模縮小等で献血実施が困難な状況になった企業及び、新規団体  
2  緊急要請可能な待機型団体の確保  で従業員数の問題等で献血会場としては難しい企業   

田  新規団休の協力依頼   ロータリークラブ、ライオンズクラブ、法人会等の団体   10社・団体   

4  成分献血協力団体の拡大   既献血団体及び小人数の企業・団体   10社・団体   

③複数回献血者確保対策  
肇等．罫≡・頂≡凱  

l  メール  こよる献血依頼  複数回献血クラブ会員  メールからの予約500人以上   

県職員献血協力者登録者名簿の活用  県職員献血協力者名簿提出者に依板  
市・町職員献血協力者名簿提出者に依頼   

年間1．000人以上  
2                       市・町職員献血協力者名簿の活用  

3  はがきによる献血依頼  前回採血から一定期間未献血者  年間2．400人以上   

④400mL献血率増加対策   
痢粍塵髄億巨 

口  献血会場推進資材の  舌用（広報用テープ・必要本数たて看板）   全血献血希望者   全献血会場に   

2  はがきによる依頼  400mL献血可能者   上記③複数回  献血者確保対策に含まれる）   

3  高校生卒業記念献血キャンペーン及び学内高校献血受入れ    400mL献血可能者   3校   

特に400mL献血可能な女性を対象とする   
全献血会場：4  

4  ヘモQ導入（H18．8月～試験的に一部の会場にて実施中）  
※平成19年度   

⑤その他の具体的対策（①～④以外の独自    己九以下必要に応じ様式を追加）  
．   

4人／日を目標で年間1．400人  既血小板成分献血者  電話による献血依頼   

30団体で年間1．200人  成分献血献血者  献血協力団体に定期的に依頼   
キャンペーン等により200人血小板成分献血者確保  既血小板成分献血者  キャンペーンを実施   



③複数回献血者確保対策  

④400m」献血率増加対策   



年度献血 より見入れる血液の目標雇を確保するために必要と照われる目体的措置  平成る膵〕臼碍重を催保っる肌必安こ思川し脚mT柑  
セン…  

餌付料溺  自    溜  ≡≡  
l   一 生街頭キヤン      －ン   年2回40名  

田  小中学校生  年10回 200名  

く   ミ ー  1（一．′ヒJ庁の  m  l］月  じ   

4  大学・専門学校  年4回 400名  



③複数回献血者確保対策  

薗  ＝＝＝＝＝1＝‥＝＝＝ ：：：＝：＝～＝＝＝＝≡三＝＝こ二1二二：：：：  
撥  芯    ＝蕪  

口  メールによる献血要請  複数回献血クラブ（リピートあいピー）会長   応諾書数1．000人以上   

田  はがきによる献血依頼  
事業所・街頭における前回・前々回献血協力者に射し献血協力依   応諾者数2．000人以上   
頼  

3  固定施設における成分献血者へ複数回献血クラブヘの登録の推 進         献血ルームでの成分献血者   
年間500人の登録   

④400mL献血率増加対策  

200mL献血車3％  全血献血者   200mL献血は必要本数のみルームで採血  

以下必要に応じ様式を追加）  ⑤その他の具体的対策（①～④以外の独  自の対策を記入。   

4人／日増加をはかり、年間1．000名   毎週月曜日から金曜日の成分献血者  ポイント制度の導入  
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（〇若年献血者確保対策  

≡≡≡；≡キ：；≡：≡≡儲＝二…≡                            こ≡≡≡≡鞭：≒‡≡≡≒      ：＝：＝こ＝：∴＝＝∴＝フ慣二て：：‘1二  

lll◆▲  18…29歳の   400mL献  血可能者  協力者  数4．000人以上  

田   短大・大学生  4回開  催 参加200人  

参加300人以上、期間中の10・20代献血者  
田  若年者イベント献血  18～22歳の若者  

構成比35％以上  

②献血協賛企業推進対策  
さ：：  

：て■・刀I，二，・  

企業・団体の見直し  献血未実施及び献血会場周辺企業  新規も含め10社登録  

主ょ     ≠、待機型団体の確保   定期献血は困   難である力  ミ緊急時に要請する団体  動員協力2団体  

8   献血ルーム周辺の少人    数の事業所  5事業所増加  

④400m」献血率増加対策  

展彿的ホ≡⊇，  ＝≡‡折≒帯＝．二，；二   

ロ  受付時推進用   全血献血希望者   全献血会場  

田  はがきによる依頼  400mL献血可能者   （上記③複数回献血者確保対策に含まれる）   

年3回以上実施場所   
400mL献血の採血間隔、年間採血量を考慮  

田  実施場所の年間回数、実施時期等の精査  した献血日程の策定  

台  血l－おける400mし 血恩人  400mし 血可R   

⑤その他の具  

‡軍需鮮≡さ9紫蘇殊棒≡∈貌斬 

l  次回の予約推、  血小板成分献血者   2人／日を目  標に724人を確保する。   

2  電話による献血依頼  既血小板成分献血者   2人／日を  目標に724人を確保する。   

3  午前中の献血者確保  全献血者   午前中の平均受付数10人を15人まで増加する。  
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①若年献血者確保対策  福間県木十字血液センタ  

具  ：：：：：：～：：：：：：    ：：：：：：ド：：二：：：  
u  がき    こよる献血依掻  18－一29歳の4C！〇mL献血可能者  協力者59．000人以上  

田  若年献血者確保キャンペーン（■■友達紹介キヤンペーゾ）  新規の18～23歳の400mL献血協力者  1．000人以上確保  

田  学生献血推進協議会加盟促進  管内の大学・専門学校  5校  

4  ルーム近隣の専門学校への推進  専門学校生  30名／月を目標。  

血  企  進対  
：：：ヒニ：：：：        ニ：：：：ニゞ：：：：：一  

口  新規献血協   力企業・団体の確保  献血未実施企業  50社新規登録   

動鼻協力団体の確保  
ライオンズクラブ等で献血未実施の団体（1団体150人の実績確         20団体   

保）  

3  年間計画の増加  現行登錨団体  現在の年間協力回数を各団体1固増加する。   

4  新規協力団体の確保  ルーム近隣の事業所及びビル等  年間10社以上の新規確保   

③複数回献血者確保対策  
縦  ：：：：・シ：・：・：     ：：・：・；ウ：・：・：    くニ：：        ：：：：：1： ： 

：・・〉・■・■・■：：  ■：■：：：＞ モ：：：二：：  

l    メーノ  こよる献血要     円   複数回献血クラブ会長（血小板）  数2．000人以上   

2    まがき  こよる献血依頼  前回採血から一定期間未献血者（   血小板）  数30．000人以上   

3    はがき  こよる献血依頼  前回採血から一定期間未献血者（400mL）  数1．000人以上（冬季不足対策）   

4    講演会の開催  複数回献血クラブ金具及び新規登録者  年1回   

④400m」献血率増加対策  

献血会場来場者で400mし献血可能者  新規400mL献血確保   

面iの他の具体的対策（①～④以外の独自の対策を記入。以下必要に応じ様式を追加）  
：：：： 

昏  ・冊：くヾ写：＝：“・・・・・・     ：：・：小：く・：くく・Hく 

1卓：・：くヾ・：て 芙灘  
口   ルーム店頭での献血呼びか    ナ  当該入居施設来場者  2人／日（年間700名）を目標。（各固定施設）  

田   次回献血の予約  血小板成分献血者  2人／日（年間700名）を日棲。（各固定施設）  




